
熊本地震の被災者救援募金

ご協力ありがとうございます

熊本地震は九州地方に大きな被害をもたらし、被災者は大変

な生活を強いられています。

日本共産党中央委員会は、地震発生の翌日には災害対策救援

本部を設置し、全国で救援活動を取り組むことを決めました。

中野あきと市議（都議候補）事務所でも、京王線・南平駅前

やスーパーアルプス南平店前などでも救援募金活動を取り組ん

でおり、その都度、多くの募金が寄せられています。

また中野事務所前にも募金箱を設置し、募金を呼びかけてい

ますが、ここにも１０００円、５００円と募金が寄せられてい

ます。先日も若い女性が「小銭ですが被災者に届けてください」

と事務所に１、４０５円を持って来られました。

募金は日本共産党中央委員会に届け、中央委員会から被災地・

被災者に届けています。（5月6日現在、全国で8000万円超）

救援募金活動は引き続き行います。ご協力をお願いします。
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共
同
の
力
は
や
っ
ぱ
り
凄
い
。

与
党
対
野
党
＋
市
民
の
初
め

て
激
突
と
な
っ
た
北
海
道
の

補
選
。
「
市
民
の
力
で
政
治

を
変
え
よ
う
」
の
ピ
ン
ク
の

ポ
ス
タ
ー
が
街
を
染
め
て
の
大
接
戦
。

惜
敗
は
し
た
も
の
の
池
田
候
補
は
半

数
の
選
挙
区
で
勝
利
。
無
党
派
層
の

７
割
を
獲
得
し
た
▼
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

の
先
が
け
は
、
「
東
京
に
青
空
を
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
一
九
六
八

年
の
都
知
事
選
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
。

選
挙
母
体
と
な
っ
た
「
革
新
都
政
を

つ
く
る
会
」
は
、
募
金
も
兼
ね
て

「
青
空
バ
ッ
ジ
」
を
つ
く
り
、
職
場

で
も
夢
中
で
普
及
し
た
覚
え
が
あ
る

▼
た
し
か
一
個
百
円
だ
っ
た
か
。
一

円
玉
よ
り
小
ぶ
り
な
青
の
ド
ー
ナ
ツ
。

そ
の
中
心
は
純
白
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

車
内
や
人
混
み
な
ど
、
着
用
者
は
日

増
し
に
広
が
り
、
「
社
内
で
は
外
せ
」

と
圧
力
を
掛
け
た
会
社
も
、
と
う
と

う
「
作
業
衣
の
社
名
の
近
く
で
な
け

れ
ば
」
と
妥
協
し
た
▼
い
ま
、
各
地

で
開
く
日
本
共
産
党
の
演
説
会
が
熱

い
。
来
場
者
も
多
彩
。
野
党
議
員
や

各
界
各
層
か
ら
ス
ピ
ー
チ
も
あ
る
。

前
橋
で
は
民
進
党
角
田
義
一
元
参
院

副
議
長
が
。
水
戸
で
は
元
公
明
党
副

委
員
長
の
二
見
伸
明
氏
が
登
壇
し
て

連
帯
の
挨
拶
を
述
べ
た
▼
立
憲
主
義

の
危
機
に
取
り
払
わ
れ
た
垣
根
。
迫

る
参
院
選
、
同
日
選
も
な
お
予
断
を

許
さ
な
い
。
今
度
は
列
島
の
全
域
で

暴
走
与
党
と
の
対
決
で
あ
る
。
（
Ｋ
）

短信

アベ政治を許さない

日野市民連合結成

【写真上】手をあげて応える政党代表（左から）
増山れな（社民）、大河原雅子（民進）小川敏夫（民進）

吉良よし子（共産）、窪田之喜（市民連合代表世話人）

【写真左】紹介される参加市議（左から）
有賀精一（無会派）、大高哲史（共産）

吉岡なつえ（生活者ネット）、中野あきと（共産）、

奥野りん子（共産）、ちかざわ美樹（共産）、

清水とし子（共産）の各市議

５
月
８
日
午
後
、
「
ア
ベ

政
治
を
許
さ
な
い
日
野
市
民

連
合
」
の
結
成
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
の
生
活
保
健
セ
ン
タ
ー

集
会
室
は
、
立
ち
見
の
人
も

出
る
立
錐
の
余
地
も
な
い
大

盛
況
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
い
ま
、
野
党

共
闘
実
現
で
全
国
を
奔
走
す

る
小
林
節
・
慶
大
名
誉
教
授

の
「
憲
法
の
危
機
に
立
ち
向

か
う
」
と
い
う
講
演
が
行
わ

れ
、
こ
の
中
で
小
林
教
授
は

「
選
挙
に
勝
っ
て
こ
そ
な
ん

ぼ
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
排
し

て
野
党
共
闘
を
実
現
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
は
、
呼
び
か
け
人
か

ら
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
報
告

さ
れ
討
論
の
後
、
満
場
の
拍

手
で
市
民
連
合
の
結
成
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

「
野
党
共
闘
」
で
政
治
を
変
え
よ
う
！

衆
院
21
区
で
統
一
候
補
を
！



《２０１6年 ６月の無料法律相談 》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

６月 9日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お

寄

せ

下

さ

い

。

「
住
み
よ
い
豊
田
を
つ
く
る
会
」
は
４
月

13
日
、
豊
田
南
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
日
野
市
へ
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
の
概
要
と
回
答
は

以
下
の
通
り
で
す
。

要
望
書(

要
旨)

図
の
Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
→
Ｄ
→
Ｅ
を
回
る
ル
ー

プ
ル
ー
ト
の
工
事
が
、
日
野
市
に
よ
っ
て
、

平
成
28
年
度
開
通
を
め
ざ
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
以
下
の
点
に
つ
き
要
望
し
ま
す
の

で
、
ご
検
討
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
図
Ａ
部
の
交
差
点
に
信
号
機
を
早
急

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

当
該
交
差
点
で
は
、
横
断
者
が
車
に
は
ね

ら
れ
る
な
ど
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
再
三

に
わ
た
り
要
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
交
通
の

安
全
を
第
一
に
し
た
対
応
を
早
急
に
お
願
い

し
ま
す
。

（
２
）
図
Ｃ
部
は
陸
橋
下
に
あ
り
、
脇
道
も

平
行
し
、
ま
た
消
防
署
や
保
育
園
、
老
人
施

設
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
安

全
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
交
差
点
設
計
と

安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（
３
）
図
Ｄ
部
の
交
差
点
、
及
び
、
交
差
点

を
起
点
と
す
る
３
．
３
．
２
号
線
の
仮
設
道

路(

図
Ｅ
部)

の
設
計
と
安
全
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

既
設
の
仮
設
道
路
に
お
い
て
は
、
以
前
よ

り
、
鉄
柵
で
区
切
ら
れ
た
歩
道
の
拡
幅
、
あ

る
い
は
、
中
央
部
分
を
狭
く
し
て
自
転
車
通

行
区
分
を
明
示
確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
安
全

対
策
を
要
望
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
工
事
中
の
新
た
な
仮
設
区
間
は
、
こ

う
配
も
大
き
く
、
よ
り
緻
密
な
安
全
対
策
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
４
）
以
上
の
３
点
、
及
び
２
０
１
４
年

(

平
成
２
６
年)

４
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
日

野
バ
イ
パ
ス
延
伸
設
計
説
明
会
後
の
進
展
状

況
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
く

だ
さ
い
。

【
回
答
】

●
図
Ａ
部
の
信
号
機
は
今
年
度
中
に
設
置
す

る
。
交
差
点
の
構
造
を
検
討
中
。

●
図
Ｄ
部
の
交
差
点
は
平
面
交
差
点
と
な
る
。

●
道
路
や
交
差
点
の
構
造
詳
細
は
10
月
の

「
広
報
ひ
の
」
に
掲
載
予
定
。

豊
田
地
域
の
街
づ
く
り

日
野
市
へ
要
望
申
し
入
れ

梨畑がつぶされて宅地に
計画的な宅地開発が必要では

南平で広大な梨畑が宅地に変わりつつあります。今、

工事中で、完成すると３５軒の新築住宅ができあがりま

す。

ここは日野名産「多摩川梨」の畑でした。それが宅地

に変身しました。またまた貴重な空間と万一の時の「避

難場所」も無くなりました。ここ数年、日野市では梨畑

がつぶされて宅地に変身するケースが多くなっています。

都内では８０万戸以上の空き家（空き室）があると言

われ、日野市でも１万戸に上るそうです。人口増が望め

ない中では、確実に新築住宅戸数分、空き家（空き室）

が増えることになります。

計画的な宅地開

発が望まれます。

宅地開発が進む梨畑跡地

北野街道・高幡橋南付近

複雑な交差点もスッキリ

拡幅工事が続いていた北野街道の始点（高幡橋南）

からドラマ（ビデオレンタル店・平橋）までの約

３００㍍の間の工事が４月に終了しました。

この始点の交差点は複雑な構造のうえに道路も狭く、

朝晩を中心に渋滞が発生していました。拡幅にともな

い、八王子方面から南平１丁目方面に曲がる車両には

右折専用車線が設けれられ、直進車はスムーズに通れ

ます。また南平１丁目方面からの車両には左折専用車

線も造られました。

※平橋から南平４丁目交差点までの拡幅工事はまだ先

になります。

平山６丁目の生コン工場跡地が宅地に

２２年間の違法操業の後、この間の住民運動と行政

指導で２０１２年に操業停止となった平山６丁目の生

コン工場。その工場が昨年撤去され、更地になってい

ましたが、事業者の説明によると、このほど宅地造成

され住宅12戸が建てられることが明らかになりました。

生
コ
ン
工
場
跡
地


